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土塊を無くしてしまう．また耕うん機の爪のエうな砕土

爪に上る土塊のすくい上げ作用が少く【爪の形状に上る

のでそのような事のをhように設計）．回転ピッチから漏

れる鮪別作用が程少にくく土塊の運動エネルギー差によ

る勤力餅うん織の時のような壇組がかこちない．また前

にある餅うん軸の爪が土塊をすくい上げて投鮒遅効を起

しても．その土塊がそのまゝ落下するようをことはなく

砕土ローダに衝突．飛士受板取付爪への衝突等の砕土作

用に上って更に細粒化される．

8．砕土作用の構成因子

土塊の細枠の要素を考察すると，土塊は耕土より切身

鰻されているので餅うんの時には用いられをh「押し砕

き」イ打ち砕き」の作用が有効である．耕うんロータ・

砕土ローダそのものに上る基不破砕は「圧縮勇断」「切

火山灰土壌におけ

断」であるが爪の遠心投衝を受けた土塊の「飛土受板取

付爪への衝突」「砕土ロータへの衝突」「土塊相互の衝

突」及び機体・人体の移動に伴う車輪その他による「押

し鎖し」の作用があって．耕うん機工少も砕土機の方が

砕士の効率そのものが高いのに加えて作用因子が多い．

屯　所要馬力並びに経費

砕士機を7タッチする事によって必要とする馬力は，

むしろ動力朗うん磯による耕超作業に要するそれエ少も

僅か低h位で，7p針程度の出力があれば十分である．

これは砕士層が6血と浅く桝起してある土壌を破砕する

だけであるからであろう．作業機の値段の方は約4万円

位で改造費を含めても4－5万円程蓬であがる．

■山形県農業改良裸　■＊山形県経営伝習農場

る　乾田直播の研究

第1報　直播後港水処理による出芽促進について

佐々木　　鵡・尾田昭卜一
佐々木信夫・千葉満男
（岩手県疫試県南分場）

1　ま　え　が　さ

岩手県における直播栽培の研究は．現技術段階で安定

性の高い湛水直格が主な対象となっているが，乾田直渚

についても経営的側面から喪家の関心も強く．過去の試

験結果や気象東件も可能限界地城にある点などから試験

研究の再検討が行われて来た．その結果昨年蓬上身播種

直後藩水処理が出芽促進に効果があることがわかれそ

の方法を基にした乾田直橋の体系化の試験が行われてh
る．

この試験もその一環として行っているが．そのねらい

とするところは．目下実施甲の和賀中部地区の火山灰地

帯での田畑輸換による酪農経営を目的とした現地試験に

おいて．稲作の機械化体系試験として取少上げている．

今迄の試験結果の内．濯水処理が出芽に及ぼす影響につ

いて2－8明らかになった点を報告する．

2　出芽不史定の聞題点

19蛤一個年の2ヶ年嘲行った．県南分場の乾田直播試験

結果から播種後の気象経過l地温．降雨量）と出芽の関

連性をみたのが第1図である・1洪8年の出芽朋をみると．

降雨量に上って出芽朋が規制憧れている傾向がみられる

が．19屯峰の出芽期は降雨量でなく．地温が出芽期を規

制しているように見受けられる．すなわち播種後の多雨

粂件は地温上昇を抑制して出芽期を遅らせ，寡両条件は

地垣上昇をまねくが．圃場の過乾に上って出芽を遅延せ

しめる・これが出芽不安定の主要を原因とみられるれ

播種期の巾を4月初旬～5月初旬とすると，今迄の気象

経過からみて．播種朋の早い程前者の影響を強く受け．

遅い程後者の影響を受ける傾向がみられる．最近は地温

あ面から播種期は5月初めに集中的に行われるようにを
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第11対：播都前後の気象条件と川芽

れ　過乾に上る出芽遅延対策が乾直の問題となっており，

その対策として濯水処理が取少上げられたのである．

3　雇水処理が出芽に及ぼす影響

1．処理の出芽促進効果

α）圃場試験の結果

1≦将年308の現地圃場で．品種フジミノリを供試して

5月班日に播種し，直後濯水と5日後濯水の二区につい

て出芽を調査した．その結果は窮1表の通りである．
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これによると播種直後湛水区は5日後購水圧より出芽

始で3日．出芽胡で5日位早く，煩穿歩合は両区炎同じ

位であるが，これを分場の過去の乾侶厄病の出芽歩合と

比較してみると第2表のようにたる．

第　表　偏水処理時期と出芽

第2表　　出芽歩合の比較

処　 理　 区　 別 出 芽　 歩 合 試　 験　 毎　 次

乾　 田，直　 描
3 9 、 5 5 痴

5 9 ■－6 4

1 94 9 1 分　　 場 I

乾　 直．堰　 火
8 0 、 8 8 1 9t柑　 分場和賀 ）

6 1 、 8 5 ．1 96 8 1 不　　 穏 ）

このように諾水処理によって出芽期も早まり．出芽歩

合も高まることが認められた．

助　垂内実巌結果

1劣4鑑は更に処理効果を確める目的で．土盛の含水量

と出芽について室内実験を行った．実験方法は100∝の

無底円筒の底に布を獲ったものを便悶し．処理区は水分

を朝一馳車．馳～60多．∞～竹節，Ⅷ～釦廃，釦～100

多の5段とし．水分容量は1日置に波立を補給した．供

式晶穏フジミノリ．播種量1区別粒，覆土3rm，実感期

間7月1－は日．区制2区制．実験結果は第2図の通力

であった．これによると出芽始めは．含水量の低い亜～

50％と50、60％区が1日遅れたが他は同じであった．
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第2川　上壌水分と出芽歩合▼推移

かった・以上のように土壌水分は多過ぎても少逸ぎても

出芽歩合は悪いが．50－80感の水分条件であるたらだ出

芽吐安定するものと思われる．

2．処理期間と出芽

ポット試験結果

処理に上って一軍入水すると圃場の立地条件によって

は断水，落水が出来ず．故日周湛水状態が続く場合も考

えられるので．湛水期間と出芽障害についてみた．試験

方法は・1964年6月11日．内径15×劫虎のビニール無底

ポットを布で底を被諌し，粒径1m以下の風乾土2句充

填し，浸水消毒した品種フジミノリの種子を1ポット50

粒播き．8m覆土し．水槽内に入れ水深8‘椚托して処理

した・処理土磯の種類は火山灰土と沖僕土の二種乳処

理区は1日臥　3日欄．6日間，全期間．4段階2区制

としその出芽をみた．結果は3表の通わである．

窮8表　　処理期間と出≡茅歩合【2区平均】
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処理期間と出芽についてみると．床士上の出芽歩合は

沖積士の8日処理を除き●両土壌共全朋処理以外の各区

が全般に高く．この程夏の処理で吐出芽に障害のなhこ

とがわかった沖凍土の3日処理区の床士内出芽の高かっ

たのは●覆土が稚々摩かったためで，正常であれば同様

の傾向を示したものと思われる．沖侠土と火山灰土では

火山灰土の出芽歩合が一役に高く．沖領土の全期処理の

不発芽の種子の甲には窒息死による腐敗とみられるもの

もあった・以上水疾3m，葎土3押以内の粂件であるを

らば一週間位の惑水状態でも出芽するが藩士や水産の面
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が均一に行かないから処理は短期喝であることが望まし

い．

3．処理方法と出芽

現地試験結果

用水の節約の目的で濯水処理のP少方について試験を

行った．1劣4毎5月18日乾直播転前に深さ10加．巾15と河

の浦水滴を1桝．2桝．4mの喝隋につくれ播種後用

水を溝に湛えて播床への蓉透をみた．その結果は窮8図

・第4表の通わである．濯水溝の間隔と水分の藩適性を

みると4，乃間隔区も1m間隔区と同様．中央迄平均して
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第3図　湖水薄れ間隔と出芽歩

第4表　　用　水量の比較
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水分が蓉透しておれ　隋の設置間隔は4れ以上でよいも

のと思われる．

次に用水量をみるとト乾直処理区が惑直区エカ約叩％

も少くなっているが．減水深は16倍も多く．入水切替後

の節水栽培が問題となる．

4　鳶水処理が土壌物理に及推す影響

し　処理と地温

19臥隼電子管式記録温度計を使用して，乾直処理区，
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第4図　乾直と湛直の地温経過の比較

湛直区・畑区の1日の地温の経過を測定した．その結果
は第4図である．

叶天日の地温饉過をみると．乾直処理は9－臨時迄湛

直上少高日に経過するが，それ以後は低下する．畑状態

上わは一般に高目に樫過するが夜半になって接近する．

曇天日では，11－迅時にかけて稽々乾直処理が湛直を上

tわるがその他は低目となる．畑状態とでは乾直処理が

日中高目に経過するが夜半になって接近する．最高地海

は乾直処理が他の区上少高hが．最低地温は湛直上カ低

く畑地と同じである・以上処理に上って地温が上昇する傾
向がみられた．

乙　処理と三相の変化

ポット試験と現地閉場につhて処理前と処理後に実容

積を測定し三相の組成の変化をみた．その毒巣は第5図
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である．室内突崩結果についてみると．沖凍土と火山灰

土では三相の占める割合が異なるが，処理に上って火山

灰土の周相の変化は沖凍土上少稲々高いが．絶対量は火

山灰土が依然として少く孔隙の占める割合が高い．現地

圃場では処理前と処理後ではあま，カ変化なく，処理によ

る三相の変化からみて植生に悪影響をあたえる巷のもの

でないと思考される．

8，処理期間と保水性

1岱4年ポット試験処理後経過日放と土農の保水量奇利
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覆した結果は第6

図の通わである．

これ、忙上ると各処

理区共火山灰土の

含水量が沖凍土上

少高く，1日処理

で6日後に亜廃も

保水されていた．

現地圃場において

も晴天日で4－5

日は処理効果があ

るものと考えられる
5　　む　ナ　ぴ

5月初旬の乾直播種前後は降雨量が少く，圃場の乾燥

が激しく．湛水に上る水分の必要性を痛感しながらも，

過去の研究報告が．乾直播種後の癌水l冠水】は発芽障

害を超すとされているので濯水処理は危険視されて来た

試験の結果乾燥時の濯水処理はかえって地温を高め．土

壌の物理性も左程悪化せず，出芽を安定促進せしめるこ

とがわかった．その効果は特に火山灰土において顕著で

あることがわかった．しかしこの方法を基に乾田直播技

術の体系化にあたっては解決されなければならない多く

の問題を残している．




